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展示室 1・ ２・ ３・ ４

＊安藤昌益（１７０３～ １７６２年）江戸時代中期の日本の医者、思想家。

日本の敗戦から８０年を機に開催する本
展では、当館のコレクションを中心に、
世界の絵本画家たちが平和への思いを込
めて描いた絵本を紹介します。世界では
この８０年の間にも、戦火が絶えることは
ありませんでした。今もウクライナや中
東など、世界各地で戦争や紛争が続き、
子どもたちに深刻な影響を与えていま
す。第二次世界大戦後、もっとも多くの
紛争が発生しているといわれるいま、絵
本を通して、さまざまな角度から平和に
ついて考えます。本展開催にあわせて出
品作家から寄せられたメッセージの一部
を紹介します。� （上島史子）

＊展示内容については「安曇野ちひろ美術館　
美術館だよりNo.１１６」をご参照ください。

ユゼフ・ヴィルコン
（ポーランド　１９３０－）

ユゼフ・ヴィルコン『すきすきだいすき　ブルーノのプ
ロポーズ』（セーラー出版）より　1991年

戦争が始まったとき、私は ９歳だった。
１９３９年 ９ 月 １ 日。ドイツがポーランド
に侵攻した。その数日後、ヴィエリチカ
に爆弾が何発か落とされた。私のボグチ
ツァの家の窓から爆弾が炸裂するのが見
えた。幸いにも、操縦手が的を外し、爆
弾は町の外で爆発した。そこは私が通っ
ていた学校から約 １㎞の場所だった。
９月の末、ワンツトに国境を越えてや

ってくる最初のドイツ兵たちを見た。両
親と子ども ３人の私たち家族は、そのと
き祖父の家にいた。多くのポーランド人
がそうしたように、私たちは東へ、ドイ
ツ兵から逃げた。
こうしてドイツの占領が始まった。
父はしばらくして、地下抵抗組織に加
わった。兄はパルチザンの仲間に入っ
た。 ９歳の少年だった私も、抵抗組織に
連絡係として参加した。同時に、母が家
を切り盛りするのを手伝った。
占領期の最も衝撃的な体験は、ドイツ
兵がポーランドに住むユダヤ人の大量殺
戮を始めたことだった。ユダヤ人を助け
たり隠したりすることは死刑を意味し
た。私の家族はユダヤ人を隠す手助けを
した。私たちは幸運だった。何度かまさ

に数分の差で、死と隣り合わせになっ
た。
こうした衝撃的な出来事にも関わら

ず、私たちは戦争を生き抜いた。戦争の
トラウマや消えない傷を負うことはなか
った。今、当時の記憶をさかのぼると、
同時に私はすばらしい子ども時代を過ご
したことにも気づくのだ。同世代の仲間
たちとの遊びや自然との触れ合い。小学
校の先生は初めての静物画を描くための
手ほどきをしてくれた。当時から画家に
なることを夢見ていたが、まだ先のこと
はわからなかった。後に日本で展覧会を
開催し、たくさんの絵本を出版し、私の
絵が美術館に収蔵される日が来るとは、
そこで多くの人と出会い、友情をはぐく
むとは、どうして想像できただろう？

ユーリー・ノルシュテイン
（ロシア　１９４１－）

ユーリー・ノルシュテイン＆フランチェスカ・ヤールブ
ソワ『きつねとうさぎ：ロシアの昔話』（福音館書店）よ
り　２００３年

何千年にもわたり、芸術による創造
は、戦争による破壊とは対極のものでし
た。戦争は、他人の土地や命を貪欲に奪
う手段です。
芸術は、存在の普遍的なドラマ、その

喜びと幸福を、血を流すことなく表現し
たものです。おとぎ話は人生の師です。
生きて、考えて、苦しむ人々のために、
芸術は道を開きます。民謡、童謡、神
話、玩具、民間儀式、偉大な芸術家の作
品、歌舞伎、チェーホフ、シェイクスピ
ア、セルヴァンテス、芭蕉（ ３行でなん
と多くの意味を持たせることか！）な
ど、人が創造したすべてのものに生命が
宿っています。
（中略）ちひろの作品には、世界が私

たちに与えてくれるあらゆるものが息づ
いています──太陽の光、海や雨の音、
子どもたちの遊ぶ声、動物への愛情、親し
みのある歌、いのちの神秘をのぞくこと。
フランチェスカと私は、戦争をテーマ

とした映画を一本だけつくっています。
『話の話』です。同時にこの映画は人生
から欠けると平和でなくなってしまうも
のについても語っています。それはシン

プルで、助け合いの気持ち、旅人が歩く
道、食卓につく家族、食事への招待、
木、葉のざわめき、沈む太陽、日々の仕
事──。しかし、私たちの日々の暮らし
の本当の意味を見つけるのはなんと難し
いことか。
思想家の安藤昌益＊は、封建的な社会
を反自然的な「法世」とみなし、法世を
自然の世に高めるために、すべての人が
労働に携わるべきだと語っています。こ
うも語っています。「人は上も下も無
く、貪り取るものも取られるものもなけ
れば、恨み争うこともない。これが自然
の世の有りようだ。」
共に働こうではありませんか！

クラウディア・レニャッツィ
（アルゼンチン　１９５６－）

クラウディア・レニャッツィ『わたしの家』より　２００1年

困難な今の時代、世界に届けたい平和
のメッセージは、想像力に富んだ芸術性
の高い本や物語を子どもたちに手渡そ
う、ということです。人を愛し、異なる
人たちへの攻撃や差別をしない子どもを
育てるために。平和を愛する心を育んだ
子どもは、大人になっても平和を望みま
す。私の絵本は、想像力があれば、夢の
ような旅ができることを伝えています。
私は子どもたちがデジタルの画面を見

る時間を減らし、本を読んだり絵を描い
たり、物語をつくったり、友だちと遊ぶ
時間を増やしてほしいと望んでいます。
それが、よりよい将来を開く唯一の道だ
と思います。

アンドレア・ペトルリック・フセイノヴィッチ
（クロアチア　１９６６－）

アンドレア・ペトルリック・フセイノヴィッチ
『いつか空のうえで』（小学館）より　２００1年

戦争。私は戦争が大嫌い。そして子ど
もたちや、あらゆる人々の苦しみも。

戦後８０年　ちひろと世界の絵本画家たち　絵本でつなぐ「へいわ」
２０２５年７月２６日（土）～１０月２６日（日）
主催：ちひろ美術館
後援：絵本学会、（公社）全国学校図書館協議会、（一社）日本国際児童図書評議会、日本児童図書出版協会、杉並区教育委員会、西東京市教育委員会、練馬区
協力：童心社、福音館書店
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私は自分の国で起きた１９９１年から１９９５
年の独立戦争を覚えています。家を捨て
て長い列に並ばなければならなかった、
怯えて混乱した人々の光景。足の不自由
なお年寄りが目に涙をため、長い人生を
過ごしてきた家を後にしなければなりま
せんでした。そして知らない土地へいか
なければならなかったのです。くまのぬ
いぐるみをやっと持ち出し、泣いている
子どもたち。スーツケースには、それを
運ぶ人々の一生が詰まっていました。叫
び声、恐怖、泣き声。
ヴコヴァルはクロアチアの苦しみと、
暴力への抵抗の象徴となった町です。町
は１９９１年の１１月１８日に陥落しました。�
そのとき大きな心の痛みを感じました。
亡くなった多くの方々への心の痛み、そ
して私も知っている、愛する人たちを失
った方々の心の痛み。私も１０歳のときに
母を亡くしているからです。そして、子
どもたちの苦しみに非常に心が痛みます。
戦争と憎しみは、私には理解できません。
私のすべての絵本は、子どもたちに関
わる問題を扱っています。（中略）『いつ
か空のうえで』は私自身についての絵本
です。母を失った小さい女の子のお話。
女の子は母親との楽しかった時間をみん
な覚えています。（中略）
私は幼かったとき、自分の描いた世界
に住んでいました。大人になって、現実
の世界は絵のなかの世界とは違うことに
気づきました。だから私はずっと描き続
けようと決めました。
私の望みは、自分が絵に描くような、
戦争も、悲しみも、孤独もない、幸せと
愛に満ちた、子どもたちが幸せに暮らせ
る世界に住みたいということです。（中
略）私は自分の人生を、子どものための
芸術に捧げます。

ウェン・シュウ
（コスタリカ　１９７６－）

ウェン・シュウ『ナディとシャオラン』より　２００８年

今日ほど、多様性が不可欠で貴重だと

痛感する時代はないように思います。
皮肉にも、この急速なグローバル化の

時代は、より多くの分断をもたらしてい
ます。多くの人々が混乱し、ときには恐
れさえ感じています。そして、私たち人
間は孤立しがちで、自分たちと異なる人
々を「よそ者」と見なしてしまいます。
自分自身や、身近な人、そして世界の

人々を知ることは、だれもが愛とコミュ
ニティを必要とする点で、驚くほどよく
似ていることに気づくための第一歩で
す。それぞれの違いから学ぶこともたく
さんあります。自分とは異なる新しい友
人をつくることで、探求し、魅了され、
学び、そして恋に落ち、豊かな思考と感
情の世界へ繋がることができるのです。
生きる喜びにあふれた機会をとらえ、

歩みを緩め、心を開いて、周りのすべて
の人と、つかの間の出来事に感謝しまし
ょう。

ボロルマー・バーサンスレン
（モンゴル　１９８２－）

ボロルマー・バーサンスレン『ぼくのうちはゲル』（石風
社）より　２００４年

一般に人はおだやかで平和な環境で暮
らすことを願います。その願いがかなわ
ないのは、社会、慣習、文化など取り巻
く環境にも理由がありますが、そのなか
でも大きな理由は、人の心にあるようで
す。現代の人びとは、あまりにも物やお
金に執着しているように思います。
モンゴルの遊牧民の生活の特徴は、自

然との共存です。遊牧民は、気候や草の
生え方に応じて、一年に ４回から１０回も
移動して暮らさなくてはなりません。そ
のため必要最低限のものだけを持って暮
らしてきました。
モンゴル人には、「家畜を飼っていれ

ば口がうるおう」ということわざがあり
ます。遊牧民の家庭には、ゲル（移動式
住居）、物入れ、バケツ、鍋など３００個く
らいの持ち物しかありません。それらを
ほんの数時間のうちに荷にまとめ、新た
な土地へと移動して暮らします。今でい
うなら、自然を愛するミニマリストの暮
らしといえるでしょう。
このような生活において、人々は平和

でおだやかな暮らしを営んでいたように
みえます。ですが、今やモンゴル人の９０
％が定住生活をするようになり、物質的
な豊かさに価値をおくようになりまし

た。新しい家、車、流行のファッション
や物、お金でいくら追い求めても、その
欲望には終わりがありません。
でも、このところ、世界で再びミニマ

リストの生活に注目が集まってきている
のはうれしいことです。ミニマリストの
暮らしは、私たちの心に安らぎと平和を
もたらしてくれると思います。

伊藤　秀男
（日本　１９５０－）

伊藤秀男『けんかのきもち』（ポプラ社）より　２００1年

僕のおじさんはサイパンで戦死し、そ
の弟のおじさんは、シベリアの収容所で
病死した。おじさんたちが帰ってくるは
ずの家を妹の母がようやく養子を迎えて
継ぎ、僕が生まれた。僕は上のおじさん
と同じ名をもらった。一字変えて。「ヒ
デオがかえってきた」とおじいさんは喜
んで隣近所に赤飯を配ったという。日本
の戦後 ５年目の１９５０年の春の事であっ
た。時折母がふいに語り出した戦争で死
んだ二人のおじさんの話は、僕の心に深
く残った。

nakaban
（日本　１９７４－）

nakaban『ひとのなみだ』（童心社）より　２０２４年
（個人蔵）　＊特別出品

ああ、ひとに涙があって良かった。ひ
とが涙を持たない心になってしまえば、
その視界から色彩が失われる。
ひとは数字のために生きるようにな

り、ものごとの優劣の判断を簡単に考
え、そのひとが知らないうちに、多くの
ひとの心を身体もろとも殺してしまうか
もしれない。
だからそろそろ自分の内側の涙の水源

を探す旅に出る時だ。その涙の一滴が美
しくあって欲しいなんて願わなくてい
い。それは美しいものに決まっているの
だから。
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●活動報告

「ちひろのアルバム」展関連イベント
として行ったスライドトークでは、初公
開を含む写真９０枚を映しながら、ちひろ
の人生についてお話ししました。一部を
紹介します。� （中平洋子）
いわさきちひろの「写真資料」とは
ちひろ美術館では、ちひろ作品９，７００
点のほか、ちひろにまつわる資料も多数
所蔵しています。作品に次いで点数が多
いのは、ちひろに関する写真資料です。
６０冊以上の遺品アルバムや古い封筒に残
された写真に加え、ちひろの死後、知人
や親せきから提供された写真をあわせる
と５，０４５点にも上ります。
写真の種別で最も多かったのは、 ４割
強を占める旅行写真。次に多かったの
は、息子の成長記録や親族・友人との日
常を写したものでした。被写体別では、
夫７４９枚、ちひろ１，１７９枚、そして息子が
最も多い１，３３３枚でした。
気に入った写真を大きく引き伸ばして
ページ中央に貼ったり、トリミングして
連続写真のように見開きいっぱいに美し
く配置するなど、ちひろは写真の構図だ
けでなくアルバムづくりそのものにも、
随所に工夫を凝らしています。
これまでも写りのよいものを展覧会や
出版物などで折々に紹介してきました
が、没後５０年を機に、すべての写真の来
歴・撮影場所・被写体などを調査すると
ともに、前後の写真との関連も丹念に拾
い、全貌を初めて把握することができま
した。また全点をデジタル化して画像デ
ータベースに登録し、今後のさらなる調
査研究にむけて環境を整えました。
生活のなかで生まれる絵

１９５４年のアルバムを見ると、夫が弁護
士活動を開始し、最初の仕事として近江
絹糸の労働争議を担当することがわかり
ます。ちひろ自身も展覧会への出品、紙
芝居・童話・民話の挿絵など、活動の幅
が広がり多忙なようすです。それでも夫
の出張と時期をあわせ、少なくとも ２
回、息子同伴で近江絹糸の大垣工場（岐
阜）や津工場（三重）へ赴いています。
自分たちの権利のために闘う労働者のよ
うすを取材し、たくさんの写真やスケッ
チを残すなど、ちひろは社会へのまなざ
しを忘れていません。そして ９月、近く
にできた ４年保育の幼稚園に、 ３歳にな
った息子が １期生として入園します。
１９５６年のア

ルバムに登場
するちひろは、
夫の弁護士事
務所主催の運
動会を家族や
親せきらと楽
しみ（①）、
次ページでは
正装して小学
館児童文化賞
の賞状を受け
取り（②）、
さらにページ
をめくってい
くと ５歳の息
子の木琴の練
習にやさしく
寄り添ってい
ます（③）。
「 私 な ん

か、独身だったら気楽で、絵もバンバン
描けるだろうと考えられるけど、とんで
もないですよ。夫がいて子どもがいて
（中略）ごちゃごちゃのなかで私が胃の
具合が悪くなって仕事をしていても、人
間の感覚のバランスがとれているんで
す。そのなかで絵が生まれる」とちひろ
自身が語った通り（注）、ちひろの作品
が生活のなかで生まれたことが、写真資
料からもよくわかります。
写されなかったもの・残らなかった写真
絵と違い、写真はカメラのレンズがと

らえたありのままを写します。今回の調
査では、写っている人物やペット、背景
などを手がかりにほかの写真との関連を
発見し、撮影時期や場所の特定に繋げる
など多くの事実を明らかにすることがで
きました。一方で、ちひろが最初の夫と
の写真や、旧満州の開拓団での写真を一
部アルバムから剥がし、ページによって
は上から違う写真を貼りなおしていたこ
とも判明しました。また１９６７年には、遠
く広島まで原爆被害の取材に行きなが
ら、写真をわずか ４枚しか残していませ
ん。「写真がない」という事実から、ち
ひろの複雑な心境を推し測ることができ
ます。写真が伝えるのは、ちひろの人生
のほんの一部に過ぎないのだ、というあ
たりまえのことにも気づかされました。
注：「＜対談＞いのちを守る」より　（「教
育評論」日本教職員組合１９７２年１１月号）
ちひろの写真資料約２，２００点を掲載した

『いわさきちひろ写真資料目

録』は、研究目的の方に実費

でお頒けします。詳細はＱＲ

コードをご参照ください。

展覧会に関連して、ちひろのエピソー
ドとともに紙芝居を楽しむ会を行いまし
た。当日は幅広い年代の方が集まり、図
書室はにぎわいました。

大正時代から昭和初期にかけて普及し
た紙芝居。第二次世界大戦中には戦意発
揚の道具として使われた側面もありまし
た。その反省のもと、敗戦後には子ども
のための文化として新たに広める動きが
起こります。絵本や童話集を中心に、ア

ンデルセンの物語の描き手として活躍し
たちひろが、最初に手がけたのは紙芝居
でした。ちひろが絵を描いたアンデルセ
ン原作の紙芝居は ４作あります。そのな
かから ２作を紹介しました。
『おかあさんのはなし』（童心社）
上演したのは、アンデルセンの原作を

もとに稲庭桂子が脚本を書いた作品で
す。上演前にちひろのエピソードを紹介
しました。ちひろは、まだ新聞記者をし
ていたときにこの紙芝居の依頼を受けて
います。後年、全力で取り組んだ制作当
時を振り返り「しあわせでたまりません
でした」と語ったこと、これをきっかけ
に絵を仕事にすると決めたことや、ちひ
ろと稲庭がその後も多くの仕事をともに

したことなどをお話ししました。
紙芝居が始まると、お母さんが必死に

ぼうやを呼び、死神に訴えかけるようす
に、子どもも大人も真剣に耳を傾けてい
ました。
『お月さまいくつ』（童心社）
続いて、「絵のない絵本」の第２２夜を

もとに描かれた作品を上演しました。展
示室で原画を見てから参加された方もい
たようです。幼い兄と妹が仲直りするシ
ーンでは、紙芝居のなかのお月さまと同
じように会場にも笑みが広がりました。
参加者からは「子ども向けと思って参

加したが、大人としても楽しめた」「作
品の背景も聞けて理解が深まった」など
の声が寄せられました。� （藤澤恵）

「アンデルセン生誕 ２２０ 年　ちひろと見つめるアンデルセン」関連イベント

２０２５年 ３ 月２０日（木）・２９日（土）スライドトーク　写真から見るいわさきちひろ
「ちひろのアルバム」関連イベント

２０２５ 年 ６ 月 １５ 日（日）紙芝居で楽しむアンデルセン童話

①

②

③
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美術館
日記

４月２６日（土）
今日からゴールデンウイークがス
タート。心地良い気候にあわせ
て、絵本カフェでは中庭にテラス
席を出し、期間限定ドリンクの提
供を始めることに。涼やかなグラ
スドリンクはシロップの色層も目
に楽しく、味わいながらゆったり
と過ごす方が多かった。

５月１９日（月）　 
マスコミや関係者に向けた内覧会
の開催にあわせて、司修さんが来
館。「昨日から緊張しているんで
すよ」と会場の参加者に微笑みか
けながら、絵本『まちんと』や展
示作品にまつわる想いを語った。

ウクライナやガザなど戦争は絶え
ず、核の脅威が続く今という時代
のなかで、展示タイトル「ヒロシ
マ　トマト」をどのように考えた
かは、岩波書店の月刊誌「図書」
（ 7 月号）に書かれたとのこと。
刊行を楽しみに待ちたい。

５月２０日（火）
「みる・よむ・体験する　ねりま
フォーラム実行委員会」の中核館
として、かねてより準備を進めて
きた文化庁令和 7 年度 Innovate 
MUSEUM 事業が、採択通知を
受けいよいよ本格的に始動。今年
度は、療育を必要とする親子に向
けた地域ネットワークの形成と、

芸術文化施設を起点とした子ども
を育む環境の涵

かん

養
よう

を目標に、研修
会や市民講座、ワークショップ等
の開催を予定している。
６月７日（土）　 
今年も、都立大学建築学科の学生
３０名に向けて、たてものツアーを
行った。設計者・内藤廣が建物に
込めた思いや工夫、建材の特徴な
どを紹介すると、引率教員からも
さらに専門的な解説があり、ゼミ
生だけでなく職員にとっても大切
な学びの場となっている。
６月１５日（日）　 のち
来年、再来年の展示企画案の締切
日。両館職員全員が企画書を提出
した。２０２7年は東京館が開館５０
年、安曇野館は３０年となる節目の
年。半世紀にわたる館のあゆみと
コレクションの魅力を伝える展示
の企画が始まる。

旬なできごとをピック
アップしてお届けします

Vol.１３

風 ８０年前の19４５年 ８ 月 ６ 日の朝、
広島に原子爆弾が落とされました。

広島で原爆を体験した子どもた
ちの手記に、いわさきちひろが絵
をつけた『わたしがちいさかった
ときに』（童心社）が “ 若い人の
絵本シリーズ ” の 1 冊として出版
されたのは、19６7年。冷戦下の世
界は核の脅威にさらされ、ベトナ
ム戦争は拡大、日本国内の米軍基
地から軍用機がベトナムに飛び立
っていくような時代でした。戦後
２２年の当時でさえ、戦争の記憶の
風化を食い止めないといけない、
とちひろは切実に思い、手記のた
めに絵を描きました。＊ 1

原爆投下からも第二次世界大戦
の終結からも８０年となる今夏、

『わたしがちいさかったときに』
に込められた思いを次の世代につ
ないでいく絵本『19４５年 ８ 月 ６ 日　
あさ ８ 時1５分、わたしは』（童心
社）が出版されます。＊ ２

ことばは、原爆を体験した子ど
もたちのほか、作家あまんきみこ
さんと詩人アーサー・ビナードさ
ん、当時の手記を書いたひとり小
川俊子さんによるもの。絵は、い
わさきちひろ。『わたしがちいさ
かったときに』のために描かれた
作品のほか、花や子どもを描いた
カラーの作品を組み合わせ構成さ
れたこの本は、「今日、あさ ８ 時
1５分、あなたは何をしていました
か」と数時間前の自分を振り返る
ことばから始まり、19４５年 ８ 月 ６

日の朝から19６7年、２０２５年、そし
て未来へと、私たちの記憶と願い
をつないでいきます。

戦後7０年（２０1５年）時点で、広
島に原爆が落とされた日を正確に
答えられたのは、全国で ３ 割程度
だったそうです。＊ ３ 　戦後８０年
の今では何割くらいでしょうか。

戦争や紛争により核の脅威が再
び高まっているといわれるなか、
戦争被爆国に生きる私たちができ
ること、すべきことは何でしょ
う。この本が、今を生きる子ども
たちが原爆に向き合い、平和をつ
ないでいく意味を考えるきっかけ
になればうれしく思います。もち
ろん、大人である私たちも真摯に
向き合っていきます。 （武石香）

ひとこと
ふたこと
みこと

４月２７日（日）
北海道の田舎から上京してはや ２
か月。常に周りに人がいる騒がし
い生活にも慣れましたが、ここの
静けさはとても落ちつきます。ち
ひろさんのあたたかな絵に囲まれ
て心が安らぎました。 瑞希
５月２日（金）
韓国からやってきました。へウォ
ン、キョンウォン、ジヒョン、ビ
ョンナン、ちひろに会いに…

 （※原文は韓国語）
５月９日（金）
ちひろさんの新たな原画が生きて
いる間に 7 点も見られて本当に幸
せです。お空のちひろさんも、善
明さんといっしょに、絵が戻って
きて喜んでいると思います。S.K.
５月２１日（水）
何年もかかりやっと台湾からここ

に来る機会に恵まれました。小さ
くも美しい美術館でちひろの作品
を見ることができ、こぢんまりと
静かで落ち着いたところですばら
しい体験ができました。
Joseph Wang（※原文は繁体字中国語）
６月６日（金）
福岡から孫の顔を見にやって来ま
した。石神井公園の散策に出かけ
るとき息子からちひろ美術館のこ
とを聞いて、足を延ばしてみまし
た。いつかちひろ先生の絵本を生
まれたばかりの孫が読んでくれる
日のことを願って… 結花
６月７日（土）
ぐるっとパスを使い、初めて来館
しました。ちひろさんが５０代で亡
くなっていることも知らないくら
い無知でしたが、その人生にたく
さんのやさしい作品を遺されてい

てすごいと思いました。ありがと
うございました。
６月８日（日）
新人ナースです。ちひろさんの絵
を見てこのノートを読んで、心が
洗われました。また頑張れそうで
す。今は関係が良くないけれど、
いつか母と訪れたいです。ありが
とうございました。 N.E.
６月１２日（木）
今年 7 月３０日で7０歳。ここには今
日初めて来ました。とてもゆった
りと自然のなかで楽しみました。
今日も息子といっしょにゆっくり
と回りました。若いころちひろ全
集を買いました。一番大きな買い
物…それが生きていく支えとなり
ました。平和を祈りながら！やさ
しい絵厳しい絵を見ながら心がや
さしく強くなりました。 眞由美
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まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

CONTENTS

美術館だより　NO.225　発行2025年 7月14日

〈展示紹介〉戦後80年　ちひろと世界の絵本画家たち　絵本でつなぐ「へいわ」…❷❸／〈活動報告〉スライドトー
ク　写真から見るいわさきちひろ／紙芝居で楽しむアンデルセン童話…❹／ひとことふたことみこと／美術館日記／
風…❺
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美術館だより　No.83   発行2015年7月1日

CONTENTS 〈展示紹介〉〈企画展〉はじめてみる、ちひろの世界。いわさきちひろ×佐藤卓＝展／ちひろ美術館コレクション　衣装あれこ
れ涯世界の絵本展…許距鋸
〈活動報告〉２０１６年「夏トットちゃんの広場」オープン・プレイベント…鋸
ちひろを訪ねる旅５８／ひとことふたことみこと／美術館日記…漁

●展示室1・2・多目的ギャラリー　他

安曇野ちひろ美術館
美術館だより

No.83
2015.7.1

ＩＳＳＮ １８８４−７７３０

毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）

●開館記念日　たてものツアー
〇日時： 9月10日（水）14：00～
〇参加費：無料（入館料別）　〇申し込み：不要

●わらべうたあそび
〇日時： 9月20日（土）11：00～11：40
〇�講師：服部雅子
　（�西東京市もぐらの会代表・�
はとさん文庫主宰）

〇対象： 0～ 2歳児と保護者
〇参加費：無料（入館料別）
〇申し込み：要事前予約
　（ 8月20日（水）より公式サイト、TEL. にて）

●ちひろ忌・アトリエトーク
〇日時： 8月 8日（金）14：00～　〇参加費：無料（入館料別）
〇申し込み：不要

●敬老の日
〇日時： 9月15日（月・祝）
〇65歳以上の方は無料でご入館いただけます。　

●ちひろの水彩技法体験ワークショップ
　にじみのキーホルダーをつくろう
〇日時：�8 月20日（水）、21日（木）�

10：30～15：00（予定）
〇対象： 5歳以上　〇定員：各日50名（先着順）
〇参加費：300円（入館料別）
〇申し込み：当日10時より受付、先着順

●出張「子育てのひろば」
〇日時： 9月17日（水）10：00～15：00
〇参加費：無料（入館料別）　〇共催：NPO手をつなご

●ギャラリートーク
〇第 1・ 3土曜日　14：00～14：30
〇参加費：無料（入館料別）　〇申し込み：不要
●絵本のじかん
〇第 2・第 4土曜日　11：00～11：30
〇参加費：無料（入館料別）　〇申し込み：不要
〇協力：NCBN（ねりま子どもと本ネットワーク）

●次回展示予定
2025年10月31日（金）～2026年2月1日（日）

いわさきちひろ（1918－1974）、茨木のり子（1926－2006）、岡上淑子（1928－）
は、第二次世界大戦後、それぞれ絵本画家、詩人、美術家として独自の表現
を切り拓きました。本展では、2025年 9 月刊行予定の行司千絵・著『装いの
翼　おしゃれと表現と─いわさきちひろ、茨木のり子、岡上淑子』（岩波書店）
を起点として、「装い」をテーマに 3人の女性作家の素顔に迫ります。それぞ
れの作品とことば、愛用の品や写真などを展示し、三者三様の美意識や生き
方と、自由と平和を求める共通の思いを浮き彫りにします。

装いの翼
─いわさきちひろ、茨木のり子、岡上淑子

掲載内容は予告なく変更する場合があります。最新情報につきましては、公式サイトをご覧いただくか、お電話にてお問い合わせください。
TEL.03―3995―0612　chihiro.jp 

宇 ちひろ通信_東京_表面東京 CMYK

INFORMATION

〒177-0042　東京都練馬区下石神井4-7-2　テレホンガイド03-3995-3001 TEL.03-3995-0612  Fax 03-3995-0680

まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。
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CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

ちひろ美術館・東京イベント予定 各イベントのご予約・お問い合わせは、ちひろ美術館・東京イベント担当へ。

いわさきちひろ　
白いマフラーをした

緑の帽子の少女　
1971年

〈会期中のイベント〉

●アーサー・ビナード（詩人）講演会
〇日時： 8月 3日（日）14：00～15：30
〇講師：アーサー・ビナード（詩人）
〇会場：�【ちひろ美術館・東京】定員：40名／参加費：1000円（入館料別）
　　　　【オンライン】定員：100名／参加費：700円
〇申し込み：要事前予約（ 7月 3日（木）より公式サイト、TEL. にて）

● Silent�Fallout�上映会
〇日時： 8月30日（土）13：30～
〇会場：ちひろ美術館・東京
〇申し込み：要事前予約（ 7月30日（水）より公式サイト、TEL. にて）

●対談�武田美穂（絵本画家）×松本猛（ちひろ美術館常任顧問）
〇日時： 9月14日（日）14：00～15：30
〇会場：�【ちひろ美術館・東京】定員：40名／参加費：1000円（入館料別）
　　　　【オンライン】定員：100名／参加費：700円
〇申し込み：要事前予約（ 8月14日（木）より公式サイト、TEL. にて）

●内田麟太郎（詩人・絵詞作家）講演会
〇日時： 9月28日（日）14：00～15：30
〇講師：内田麟太郎（詩人・絵詞作家）
〇会場：�【ちひろ美術館・東京】定員：40名／参加費：1000円（入館料別）
　　　　【オンライン】定員：100名／参加費：700円
〇申し込み：要事前予約（ 8月28日（木）より公式サイト、TEL. にて）

●�新刊『1945年8月6日�あさ8時15分、わたしは』
言葉／原爆を体験した子どもたち
絵／いわさきちひろ
童心社　　定価1,870円（本体1,700円＋税10％）
時をこえて当時の子どもたちと出会い、わたした
ちは今日を、明日をどう生きるのかをともに考え
る絵本です。

戦後80年　ちひろと世界の絵本画家たち　絵本でつなぐ「へいわ」
展示関連イベント
●松本猛ギャラリートーク
〇日時： 7月27日（日）14：00～14：40
〇講師：松本猛（ちひろ美術館常任顧問）
〇参加費：無料（入館料別）　〇申し込み：不要


